
 

新居浜市気候非常事態宣言 

２０５０年度温室効果ガス排出量実質ゼロを目指して 

 

地球温暖化の影響による気候変動は、世界各地で海面水位上昇や森林火災な

どを発生させ、国内においても、記録的な猛暑や豪雨などによる甚大な被害を

もたらすなど、その脅威は年々増加し、日常化しています。気候変動はもはや

気候危機といえる状況です。 

 

このような状況に対し、２０１５年のパリ協定以降、気温上昇を産業革命前

よりも１．５℃以下に抑える努力を追求する目標が国際的に共有され、世界各

国は、脱炭素社会の実現を目標とする取り組みを推進しています。 

 

私たちが住む新居浜市は、別子銅山とともに発展したまちであるとともに、

先人たちによる公害の克服や森林の再生など、環境問題に立ち向かったまちで

もあります。現代に生きる私たちは、先人の知恵や精神に倣い、気候変動への

対策に注力し、自然環境や生活環境、持続的な社会を次世代に継承する責務が

あります。 

 

市民、事業者、行政など、あらゆる主体が気候変動への危機感を共有し、全

市一丸となって、脱炭素社会の実現に向けた取り組みを推進するため、新居浜

市は、ここに気候非常事態を宣言し、次の取組を行うことを表明します。 

 

１ ライフスタイルの転換、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの利活

用促進により、２０５０年度までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指しま

す。  

 

２ ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の普及啓発により、ごみの減

量化に取り組みます。 

 

３ 気候変動による影響を軽減させる適応策に取り組みます。 

 

２０２２年６月１８日 

新居浜市長  石川 勝行 


